
 

   

 

 

1 

 

第
四
三
八
回 

青
葉
会 

令
和
四
年
十
月
二
十
七
日
（
木
）（
於
：
三
軒
茶
屋
し
ゃ
れ
な
あ
ど
会
議
室
） 

選 
 

者 
 
 

川
口
孤
舟 

 

出
席
者 

 
 
 

今
井
紀
久
男 

柿
﨑
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

 

西
澤
國
護 

長
谷
見
び
ん 

星
田
啓
子 

山
崎
亜
也 

投
句
・
選
句 

 
伊
賀
山
そ
ら
お 

熊
谷
國
男 

後
藤
と
み
子 

小
早
健
介 

朱
牟
田
恵
洲 

高
橋
康
敏 

 
土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

中
川
雅
夫 

福
島
正
明 

古
田
昇 

宮
内
規
雄 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

 

選
句
の
み 

 
 

重
枝
孝
岳 
庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

高
橋
敏
郎 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

山
本
三
恵 

 

 
 

《
互
選
句
》
○
は
選
者
の
特
選 

 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

十
一
点 

 

ふ
る
さ
と
の
秋
を
探
し
に
行
く
切
符 

 
 
 

孤
舟 

（
〇
と
・
千
・
恵
・
孝
・
た
・
清
・
雅
・
隆
・ 

び
・
允
・
〇
昇
） 

 

九
点 

 

◎
ど
ん
ぐ
り
を
栗
鼠
の
ま
な
こ
で
探
す
子
ら 
と
み
子 

（
紀
・
〇
孤
・
健
・
堂
・
ゆ
・
〇
允
・
啓
・ 

け
・
〇
盛
） 

 
 
 
 
 

身
に
入
む
や
古
き
良
き
世
の
ス
ロ
ー
ジ
ャ
ズ 

恵
洲 

（
紀
・
と
・
そ
・
健
・
び
・
正
・
規
・
〇
正
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

龍
） 

 

八
点 

 

◎
廃
線
論
知
る
やD

５
１
汽
笛
冴
ゆ 

 
 
 
 
 

健
介 

（
紀
・
孤
・
〇
敏
・
堂
・
び
・
正
・
啓
・
盛
） 

ホ
ス
ピ
ス
へ
入
る
と
メ
ー
ル
桐
一
葉 

 
 
 

堂
哉 

（
紀
・
忠
・
〇
健
・
隆
・
允
・
け
・
天
・
盛
） 

◎
金
色
の
棚
田
彩
る
曼
珠
沙
華 

 
 
 
 
 
 

規
雄 

（
紀
・
孤
・
〇
敏
・
〇
康
・
ゆ
・
雅
・
昇
・
盛
） 

 
 

七
点 

 

◎
篁
に
色
無
き
風
の
葉
音
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

く
に
お   

（
紀
・
孤
・
康
・
啓
・
亜
・
允
・
規
） 

 
 
 
 
 

京
の
宿
窓
に
切
り
取
る
紅
葉
狩 

 
 
 
        

啓
子  

（
紀
・
た
・
清
・
堂
・
ゆ
・
國
・
昇
） 

 
 
 
 
 

あ
ち
こ
ち
に
名
も
な
き
古
墳
奈
良
の
秋 

 
 
 

け
い
子 

 

（
紀
・
忠
・
五
・
國
・
正
・
規
・
天
） 

 

六
点 

 
 

老
い
て
な
ほ
美
し
き
人
あ
り
枯
そ
う
び 

 
 
 
 

忠
彦 

 

（
紀
・
健
・
孝
・
〇
龍
・
國
・
亜
） 

 
 
 
 

◎
秋
澄
む
や
盲
導
犬
い
る
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 
 
 
 

千
恵 

 

（
紀
・
忠
・
孤
・
と
・
正
・
天
） 

◎
菊
人
形
恨
み
晴
ら
せ
ぬ
ま
ま
枯
る
る 
 
 
 
 
 

康
敏 

 

（
紀
・
孤
・
千
・
清
・
〇
堂
・
〇
三
） 

こ
の
道
を
行
け
ば
法
起
寺
鵙
日
和 
 
 
 
 
 
 
  

仝 
 

（
紀
・
恵
・
昇
・
け
・
亜
・
天
） 

松
手
入
れ
父
の
手
順
と
同
じ
兄 

 
 
 
 
 
 

け
い
子    

（
紀
・
忠
・
恵
・
〇
隆
・
允
・
亜
） 

 

五
点 

 
 

太
郎
冠
者
朗
ら
に
笑
ふ
菊
日
和 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 

（
紀
・
五
・
恵
・
啓
・
け
） 

大
仏
の
螺
髪
に
小
鳥
来
て
止
ま
る 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 

（
紀
・
く
・
千
・
恵
・
康
） 

 
 
 
 
 

行
く
秋
の
脆
き
平
和
へ
曾
孫
抱
く 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 

（
そ
・
紀
・
〇
恵
・
雅
・
正
） 

 

 
 

 
 

 
 
 

成
田
山
奉
納
歌
舞
伎 

四
点 

 

◎
海
老
蔵
に
喝
！
贔
屓
や
め
よ
か
夜
寒
道 

 
 
  

紀
久
男 

 

（
孤
・
と
・
雅
・
允
） 

絵
硝
子
の
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
の
夜
長
か
な 

 
 
 

孤
舟 

 

（
紀
・
康
・
び
・
規
） 

栗
を
剥
く
古
代
の
人
も
か
く
あ
ら
ん 

 
 
 
 

と
み
子 

 

（
紀
・
五
・
千
・
規
） 

ト
ー
ス
ト
に
バ
タ
ー
塗
る
音
朝
寒
し 

 
 
 
 
 

千
恵 

 

（
紀
・
と
・
啓
・
〇
亜
） 



 

   

 

 

2 

 

◎
ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム
の
ゴ
ー
ル
天
高
し 

 
 

康
敏 

 
 

（
紀
・
孤
・
堂
・
び
） 

寄
す
波
に
紅
葉
照
り
映
ゆ
瀬
戸
の
島 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
〇
そ
・
紀
・
く
・
た
） 

秋
高
き
富
岳
を
望
み
精
気
満
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
く
・
た
・
敏
） 

ほ
ろ
ほ
ろ
と
末
世
を
な
く
や
虫
の
闇 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
そ
・
紀
・
敏
・
正
） 

蔵
人
が
持
ち
帰
る
と
な
む
に
ご
り
酒 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
紀
・
五
・
龍
・
三
） 

 
 
 
 
 

三
点 

 
 

金
木
犀
夕
日
の
中
を
散
り
続
け 

 
 
 
 
 
 

そ
ら
お     

（
紀
・
康
・
國
） 

背
広
着
て
孫
と
の
写
真
七
五
三 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
隆
・
天
） 

 
 

毒
舌
の
円
楽
逝
く
や
花
野
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
た
・
隆
） 

 
 

天
高
く
白
線
一
本
飛
行
機
雲 

 
 
 
 
 
 
 
   

仝 
 
 

（
紀
・
敏
・
隆
） 

新
酒
酌
む
嗜
む
程
と
言
ひ
な
が
ら 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
堂
・
龍
・
盛
） 

 
 
 
  

◎
秋
冷
の
城
の
鯱
天
に
吼
ゆ 

 
 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 

（
紀
・
孤
・
ゆ
） 

歳
月
や
ほ
っ
こ
り
と
こ
の
土
瓶
蒸
し          

と
み
子 

 
 

（
紀
・
孝
・
敏
） 

秋
の
空
ノ
ッ
ク
の
子
ら
の
声
弾
む 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
紀
・
く
・
〇
規
） 

 
 

小
諸
な
る
古
謡
身
に
入
む
入
日
坂 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
紀
・
清
・
昇
） 

 
 
 
 
 

囚
わ
れ
の
魚
の
秋
思
や
磯
溜
り 

 
 
 
 
   

 
 

仝 
 
 

（
紀
・
五
・
啓
） 

 
 
 
 
 

赤
と
ん
ぼ
電
波
の
遠
き
島
に
舞
ふ 

 
 
 
   

 
 

仝 
 
 

（
紀
・
清
・
亜
） 

薬
師
寺
で
琵
琶
聞
き
終
え
て
後
の
月 

 
 
 
 

け
い
子 

 
 

（
紀
・
と
・
千
） 

 

二
点 

 
 

耳
痛
き
「
予
後
お
大
切
に
」
古
酒
味
わ
ふ 

 
 

紀
久
男 

 
 

（
健
・
龍
） 

 
 
 
 
 
 
 

菊
之
助
の
「
大
物
浦
（
だ
い
も
つ
の
う
ら
）」
の
場 

 
 
 
 
 

冷
ま
じ
き
知
盛
最
期
息
を
呑
む 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
く
・
け
） 

 
 
 

 
 

入
魂
の
盲
（
め
し
ひ
）
ピ
ア
ニ
ス
ト
秋
深
む 

 
 
 

仝 
 
 

（
健
・
ゆ
） 

コ
ロ
ナ
ゆ
へ
身
内
で
葬
儀
菊
の
花 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
び
） 

 
 
 
 
 

秋
思
と
は
曇
り
硝
子
の
透
明
度 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 
 
 

（
〇
孝
・
三 

小
鳥
来
て
水
の
匂
の
羽
畳
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
〇
五
・
三
） 

 
 
 
 
 

留
守
電
の
返
事
待
つ
昼
秋
深
む 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
そ
・
紀
） 

 
 
 
 
 

七
島
は
煙
り
の
中
に
雁
渡
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
三
） 

 
 
 
 
 

ゴ
ダ
ー
ル
は
尊
厳
死
ら
し
秋
夕
焼
け 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
亜
） 

磯
の
香
を
軽
や
か
に
揚
げ
秋
の
宴 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
ゆ
） 

秋
澄
む
や
小
網
神
社
に
銭
洗
ふ 
 
 
 
 
 
 

と
み
子   

 

（
紀
・
康
） 

寝
も
や
ら
ず
読
み
止
し
本
を
長
き
夜
に 

 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
雅
・
國
） 

あ
ぜ
道
に
深
紅
の
花
や
早
稲
を
刈
る 

 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
・
く
） 

 

◎
雲
走
り
顔
を
隠
し
た
十
三
夜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
孤
） 

 
 
 
 
 

す
っ
き
り
と
晴
れ
て
夕
暮
れ
虫
の
声 

 
   

 
 
 

仝 
  

 

（
國
・
規
） 

秋
夕
焼
鴟
尾
の
煌
め
き
大
極
殿 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
紀
・
昇
） 

お
持
た
せ
の
松
茸
う
れ
し
明
日
の
夜 

 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
紀
・
千
） 

こ
の
寒
さ
冷
酒
切
り
替
え
燗
を
つ
け 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
た
・
敏
） 

 
 
 
 
 

秋
祭
太
鼓
音
静
か
遠
く
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
孝
・
敏
） 

 
 
 
 
 

刈
り
残
る
葡
萄
に
に
じ
む
日
の
疲
れ 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
紀
・
三
） 

 

秋
風
の
編
ま
れ
て
季
節
う
つ
ろ
ひ
ぬ 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
清
） 

清
け
し
や
楽
の
音
紡
ぐ
白
き
指 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
盛
） 



 

   

 

 

3 

 

 
 
 
 
 

小
さ
く
と
も
こ
の
手
あ
り
し
か
秋
刀
魚
飯 

 
 
 

亜
也 

 
 

（
紀
・
忠
） 

 
 
 
 
 

磨
り
ガ
ラ
ス
越
し
に
ぼ
ん
や
り
芙
蓉
咲
く 

 
 
 

天
牛 

 
 

（
紀
・
孝
） 

琉
球
の
古
酒
と
の
出
会
ひ
禁
酒
解
く 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
紀
・
龍
） 

 

一
点 

 
 

台
風
の
行
方
気
に
な
る
診
察
日 

 
 
 
 
 
 

そ
ら
お 

 
 

（
紀
） 

 
 
 
 
 
 
 

両
陛
下
沖
縄
戦
没
者
慰
霊
の
旅 

鎮
魂
の
沖
縄
巡
り
冬
迫
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

（
忠
） 

 
 

鍵
失
せ
て
締
め
出
さ
れ
た
り
宵
寒
し 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
そ
） 

 
 
 
 
 

三
冠
で
シ
ー
ズ
ン
終
わ
る
九
月
尽 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
） 

爽
や
か
や
若
き
か
の
棋
士
こ
の
選
手 

 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 

（
け
） 

 

 
 
 
 
 

コ
ス
モ
ス
も
我
も
ゆ
れ
た
り
温
さ
待
ち 

 
 
 
 

雅
夫 

 
 

（
紀
） 

コ
ス
モ
ス
の
街
道
沿
い
て
千
曲
川 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
紀
） 

文
化
祭
残
る
思
い
出
セ
ピ
ア
色 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

          

絵
画
館
イ
チ
ョ
ウ
並
木
の
夕
陽
さ
し 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

鶏
頭
や
「
宝
塚
」
め
く
散
歩
道 

 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

（
紀
） 

 

正
常
化50

周
年
菊
薫
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

仝 
 
 

（
紀
） 

所
在
無
げ
に
鳶
一
羽
舞
ふ
秋
の
浜 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
紀
） 

贖
ひ
し
柿
の
葉
寿
司
の
紅
葉
し
て 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
） 

 
 
 
 
 

落
蝉
や
七
年
七
日
の
吐
息
つ
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

し
ん
か
ん
と
棚
田
の
中
の
曼
殊
沙
華 

 
 
 
 
 

規
雄 

 
 

（
雅
） 

今
更
に
柿
の
や
さ
し
さ
有
難
さ 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也       

 
（
紀
） 

た
だ
な
ら
ぬ
欧
州
情
勢
冬
仕
度 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
  

（
紀
） 

 
 
 
 
 

貼
り
た
き
は
他
家
の
二
階
の
破
れ
障
子 

 
 
 
 
 

仝 
 
  

（
紀
） 

 
 
 
 
 

嬌
声
に
踊
り
子
の
四
肢
宙
を
舞
ふ 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
紀
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
宝
塚
に
て
） 

十
月
の
暦
は
お
化
け
ハ
ロ
ー
イ
ン 

 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
紀
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

【
句 

評
】 

 
 

※
が
付
き
一
字
下
げ
た
コ
メ
ン
ト
は
、
採
っ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
気
に
な
る
点
を
記
し
た
も
の
で
す
。 

 

十
一
点
句 

ふ
る
さ
と
の
秋
を
探
し
に
行
く
切
符 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

  

と
み
子
さ
ん
・
・
こ
の
お
句
の
よ
う
な
帰
郷
は
、
素
敵
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 
 

  

千
恵
さ
ん
・
・
・
秋
は
探
し
た
り
見
つ
け
た
り
す
る
も
の
な
ん
で
す
ね
。
故
郷
へ
帰
る
嬉
し
い
気
持
ち
が 

 
 

 

「
切
符
」
に
現
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

  

恵
洲
さ
ん
・
・
・
ち
い
さ
な
切
符
を
主
語
に
持
っ
て
き
た
着
眼
点
を
買
う
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
夏
は
帰
省
で
き
ず
、
秋
に
な
っ
て
漸
く
故
郷
へ
帰
る
。
懐
か
し
さ
と
久
し
ぶ
り
の
故
郷 

の
秋
を
楽
し
も
う
と
す
る
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 
 

 

 
 
 
 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
コ
ロ
ナ
で
帰
省
で
き
な
か
っ
た
古
里
の
秋
を
認
し
た
い
気
持
ち
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
コ
ロ
ナ
禍
の
間
、
故
郷
の
広
島
に
は
帰
ら
ず
じ
ま
い
。
掲
句
に
触
発
さ
れ
、
無
性
に 

宮
島
の
紅
葉
が
見
た
く
な
り
ま
し
た
。
切
符
を
買
い
に
行
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

  

天
牛
さ
ん
・
・
・
旅
と
い
う
言
葉
を
使
は
ず
に
切
符
で
き
め
る
の
は
う
ま
い
。 

 
 
 
 
 



 

   

 

 

4 

 

九
点
句 

 

ど
ん
ぐ
り
を
栗
鼠
の
ま
な
こ
で
探
す
子
ら 

 

と
み
子  

孤
舟
さ
ん
・
・
・
団
栗
が
好
き
な
栗
鼠
の
眼
に
な
れ
ば
、
団
栗
を
た
く
さ
ん
拾
え
る
だ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
中
七
が
利
い
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
懸
命
に
ど
ん
ぐ
り
を
探
す
子
ど
も
ら
の
姿
が
浮
か
び
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 
允
章
さ
ん
・
・
・
中
七
の
措
辞
が
真
に
上
手
い
。
一
生
懸
命
団
栗
を
探
す
子
供
達
の
可
愛
い
姿
が
見
え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
中
七
の
「
栗
鼠
の
ま
な
こ
」
が
こ
の
句
を
佳
句
に
し
ま
し
た
。
熊
が
出
て
来
な
く
て 

よ
か
っ
た
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 

身
に
入
む
や
古
き
良
き
世
の
ス
ロ
ー
ジ
ャ
ズ 

 

恵
洲 

 
 
 
 
 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
古
き
良
き
時
代
を 

懐
し
む
お
気
持
ち
が
伝
わ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

健
介
さ
ん
・
・
・
確
か
に
良
か
っ
た
！ 

若
い
人
の
身
に
は
入
ま
な
い
世
界
で
す
ね
。 

 
 

 
 
 
 

 

正
明
さ
ん
・
・
・
現
代
は
音
楽
が
低
調
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 
 

 

龍
平
さ
ん
・
・
・
学
生
時
代
水
道
橋
の
ジ
ャ
ズ
喫
茶SWI

NG

に1

人
で
行
き
よ
く
聴
い
た
。
由
井
正
一
氏
と 

言
う
名
評
論
家
が
偶
に
来
ら
れ
て
今
も
懐
か
し
き
思
い
出
。
丸
紅
に
入
っ
た
ら
繊
維
に 

氏
の
弟
さ
ん
が
居
ら
れ
た
。
ト
シ
取
る
と
ジ
ャ
ズ
も
良
い
で
す
！~ 

 

八
点
句 

 

廃
線
論
知
る
やD

５
１
汽
笛
冴
ゆ 

 
 
      

健
介   

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
間
も
な
く
役
目
を
終
え
る
こ
と
を
知
ら
な
いD

５
１
は
、
今
日
も
懸
命
に
汽
笛
を
鳴
ら
し
続 

け
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
オ
ー
ル
ド
フ
ァ
ン
に
は
何
と
も
懐
か
し
い
響
き
。 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
確
か
に
廃
線
の
情
報
の
威
力
は
凄
い
で
す
ね
！
下
五
は
外
連
味
が
な
く
素
敵
で
す
。 

 
  

盛
雄
さ
ん
・
・
・
何
は
と
も
か
くD

５
１
の
汽
笛
は
懐
か
し
い
。
少
年
時
代
を
想
ふ
愉
し
い
一
句
。 

 
 
 
 
 

ホ
ス
ピ
ス
へ
入
る
と
メ
ー
ル
桐
一
葉 

 
    

堂
哉 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

健
介
さ
ん
・
・
・
己
も
最
後
は
ホ
ス
ピ
ス
に
入
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

入
っ
て
友
に
メ
ー
ル
で
報
告
す
る
だ
ろ 

う
か
？ 

か
く
重
き
句
を
詠
め
る
だ
ろ
う
か
？ 

 
 
 

 
  

隆
さ
ん
・
・
・
・
急
な
痛
み
に
医
師
が
対
処
で
き
安
心
で
き
る
環
境
と
切
り
替
え
る
べ
き
か
。 

「
ホ
ス
ピ
ス
へ
入
る
メ
ー
ル
や
桐
一
葉
」
が
い
い
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
     

盛
雄
さ
ん
・
・
・
ご
家
族
で
し
ょ
う
か
、
友
人
で
し
ょ
う
か
、
心
静
か
に
死
に
臨
む
知
ら
せ
。
辛
い
も
の 

で
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
桐
一
葉
で
心
に
沁
み
ま
す
。 

 
 
 
 
 

金
色
の
棚
田
彩
る
曼
珠
沙
華 

 
 
 
 
   

規
雄 

 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
金
色
に
穂
を
垂
れ
る
稲
と
、
畦
を
彩
る
真
っ
赤
な
曼
珠
沙
華
。 

 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
何
と
も
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
取
り
合
わ
せ
！ 

康
敏
さ
ん
・
・
・
能
登
千
枚
田
を
思
い
出
し
た
。
黄
金
の
稲
穂
そ
し
て
畔
に
は
満
艦
飾
の
曼
珠
沙
華
の
緋
色 

が
秋
の
日
に
散
り
こ
ぼ
れ
て
い
る
。
但
し
、
類
句
が
多
そ
う
だ
。 

 
 
 
 
 
 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
金
色
の
稲
穂
と
赤
い
曼
珠
沙
華
の
美
し
い
景
色
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
休
耕
田
の
多
い
棚
田
。
古
き
農
村
の
山
の
田
の
景
が
滲
み
出
る
佳
句
。
金
と
朱
の
取
り
合 

わ
せ
が
良
い
。 

 

七
点
句 

 

篁
に
色
無
き
風
の
葉
音
か
な 

 
 
 
 
 

く
に
お     

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
竹
林
の
葉
騒
は
秋
の
侘
し
さ
の
象
徴
。 

 
 
 
 
 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
竹
藪
に
秋
風
が
吹
き
込
み
、
ざ
わ
ざ
わ
と
音
を
立
て
て
い
る
。
何
と
い
う
こ
と
も
無
い
風 

景
だ
が
、「
色
な
き
風
」
で
寂
寥
感
が
漂
う
。 
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京
の
宿
窓
に
切
り
取
る
紅
葉
狩 

 
 
 
 
    

啓
子 

 
 
 

 
 
 
 
 
  

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
京
の
宿
で
、
こ
の
風
景
。
中
七
が
良
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
窓
越
し
の
景
色
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
丸
窓
か
な
？
四
角
か
な
？ 

 
 
 
 
 

  

ゆ
た
か
さ
ん
・
・「
窓
に
切
り
取
る
」
表
現
で
状
況
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

あ
ち
こ
ち
に
名
も
な
き
古
墳
奈
良
の
秋 

 
 
 

け
い
子 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
南
大
阪
に
は
巨
大
古
墳
が
あ
り
ま
す
が
、
奈
良
は
王
た
ち
や
天
皇
な
ど
の
小
振
の
古
墳
が 

目
立
ち
ま
す
。
神
武
天
皇
陵
も
あ
ま
り
大
き
く
な
い
の
が
い
い
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
百
済
の
人
々
が
大
和
川
を
の
ぼ
り
、
た
ど
り
着
い
た
我
国
「
ウ
リ
ナ
ラ
」
で
す
。
当
時
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
の
お
墓
が
本
当
に
沢
山
あ
り
ま
す
。 

 

六
点
句 

 

老
い
て
な
ほ
美
し
き
人
あ
り
枯
そ
う
び 

 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
こ
の
よ
う
な
様
に
な
る
高
齢
者
は
よ
く
居
ら
れ
ま
す
。
女
性
で
ナ
ニ
が
イ
ケ
る
方
な
ら
特 

に
素
敵
。 

 
 
 
 
 
 

  

亜
也
さ
ん
・
・
・
漢
和
辞
典
で
調
べ
る
と
薔
薇
は
「
さ
う
び
」
で
す
が
、
子
規
に
「
そ
う
び
」
の
用
例
が
あ
る 

よ
う
で
、
ど
ち
ら
で
も
い
い
の
か
も
。 

 
 
 
 
 

秋
澄
む
や
盲
導
犬
い
る
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
視
覚
障
害
者
の
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
聴
力
は
素
晴
ら
し
い
だ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・ 

盲
導
犬
の
け
な
げ
さ
に
は
、
本
当
に
感
心
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

  

天
牛
さ
ん
・
・
・
盲
導
犬
を
お
い
た
と
こ
ろ
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
静
寂
さ
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。 

菊
人
形
恨
み
晴
ら
せ
ぬ
ま
ま
枯
る
る 

 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
菊
花
展
に
展
示
さ
れ
た
「
曽
我
十
郎
」
は
密
か
に
仇
討
ち
を
企
ん
で
い
た
が
、
生
憎 

 
 
 
 
 
 

 
 

相
手
の
「
工
藤
祐
経
」
は
出
品
さ
れ
な
か
っ
た
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
長
年
見
て
い
ま
せ
ん
。
関
西
で
は
枚
方
公
園
が
有
名
で
し
た
。
今
も
や
っ
て
い
る
か
な
？ 

ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
を
感
じ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

三
恵
さ
ん
・
・
・「
犬
神
家
の
一
族
」
を
思
い
出
し
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
さ
が
蘇
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

こ
の
道
を
行
け
ば
法
起
寺
鵙
日
和 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
飛
鳥
の
秋
を
詠
む
の
に
鵙
日
和
の
季
語
が
と
て
も
よ
く
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。
さ
り
げ
な
く 

地
味
な
句
だ
が
好
感
を
覚
え
る
。 

 
 
 
 
 
 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
ち
ょ
っ
と
小
振
り
の
三
重
塔
の
、
秋
空
を
バ
ッ
ク
に
し
た
遠
景
が
浮
か
ぶ
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
鵙
日
和
が
ぴ
っ
た
り
で
す
。 

松
手
入
れ
父
の
手
順
と
同
じ
兄 
 
 
 
 
 
 

け
い
子     

 
 
 
 
 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・「
兄
貴
も
親
父
似
で
無
口
な
二
人
が
」
と
い
う
歌
謡
曲
を
思
い
出
さ
せ
る
、
家
族
を
安
易
に 

詠
む
句
の
多
い
中
で
共
感
を
覚
え
る
句
。 

隆
さ
ん
・
・
・
弟
か
、
妹
か
、
兄
へ
の
愛
情
が
現
れ
て
い
い
。
盆
栽
は
「
松
に
始
ま
り
、
松
に
終
わ
る
」 

と
い
う
。
普
遍
的
な
愛
情
表
現
で
あ
る
。 

亜
也
さ
ん
・
・
言
外
に
あ
る
、
家
を
代
々
受
け
継
い
で
い
る
感
が
好
ま
し
い
。 

 

五
点
句 

 

太
郎
冠
者
朗
ら
に
笑
ふ
菊
日
和 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
こ
う
い
う
明
る
い
朗
ら
か
な
句
は
希
少
価
値
の
感
あ
り
、
狂
言
の
笑
い
が
菊
日
和
に 

ぴ
っ
た
り
。 

 
 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
な
ん
と
も
闊
達
で
平
和
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
句
。
季
語
の
斡
旋
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。
。 

 
 
 
 
 
 

 

紀
久
男
・
・
・
・
松
緑
が
は
ま
り
役
で
、
気
持
ち
よ
く
歌
舞
伎
座
を
後
に
し
ま
し
た
。 
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大
仏
の
螺
髪
に
小
鳥
来
て
止
ま
る 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
大
仏
と
小
鳥
来
る
の
取
合
せ
が
面
白
い
と
思
う
。
こ
の
句
で
、「
止
ま
る
」
は
必
要
だ
ろ 

う
か
。「
小
鳥
来
る
」
で
十
分
な
気
が
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
     

千
恵
さ
ん
・
・
・
大
き
な
大
仏
の
頭
に
ち
ょ
こ
ん
と
止
ま
っ
て
い
る
小
鳥
が
と
て
も
愛
ら
し
い
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

 
恵
洲
さ
ん
・
・
・
大
き
な
大
仏
と
ご
く
小
さ
な
小
鳥
の
対
比
に
加
え
、
仏
の
生
き
物
へ
の
愛
ま
で
感
じ
さ 

せ
る
。 

 
 
 
 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
歳
時
記
に
よ
る
と
、「
小
鳥
来
る
」
と
は
秋
に
北
よ
り
飛
来
す
る
小
鳥
と
あ
る
。
大
仏
様 

の
頭
上
で
長
旅
の
疲
れ
を
癒
や
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 
 
 
 
 

行
く
秋
の
脆
き
平
和
へ
曾
孫
抱
く 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
孫
や
ひ
孫
の
世
代
ま
で
平
和
が
続
く
よ
う
に
と
い
う
、
祈
り
に
似
た
老
人
の
願
い
に
共
感
。 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
中
七
の
措
辞
が
佳
く
長
寿
時
代
の
曾
孫
も
効
果
的
。 

 

四
点
句 

 
 
 
 

成
田
山
奉
納
歌
舞
伎 

 
 
 
 
 

海
老
蔵
に
喝
！
贔
屓
や
め
よ
か
夜
寒
道 

 
    

紀
久
男 

 
 
 
 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
只
事
で
は
な
い
。
一
体
海
老
蔵
に
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
ご
贔
屓
な
ら
で
は
の
激
励
は
、
役
者
の
糧
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

紀
久
男
（
自
解
）
海
老
蔵
を
襲
名
す
る
と
き
は
成
田
山
に
籠
っ
て
荒
行
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
今
の
海
老
蔵 

 
 
 
 
 
 
 

は
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
絶
え
ず
、
演
技
に
も
気
合
が
入
っ
て
お
ら
ず
、
河
東
節
を
辞
め
た
い
気 

分
で
す
。
帰
途
は
暗
澹
た
る
思
い
で
し
た
。 

 
 
 
 
 

絵
硝
子
の
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
の
夜
長
か
な 

 
 
 

孤
舟 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
照
明
を
少
し
落
と
し
た
部
屋
、
机
の
上
に
は
ガ
レ
の
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
が
明
る
く
灯
っ
て 

い
る
。
勿
論
本
物
だ
。
季
語
の
「
夜
長
」
で
雰
囲
気
が
醸
し
出
さ
れ
た
。 

 
 
 
 
 

栗
を
剥
く
古
代
の
人
も
か
く
あ
ら
ん 

 
 
   

と
み
子 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
昨
今
は
便
利
グ
ッ
ズ
も
色
々
あ
り
ま
す
が
栗
剥
く
道
具
は
見
か
け
ま
せ
ん
ね
。
古
代
人
と 

同
じ
よ
う
に
現
代
人
も
自
分
の
手
で
剥
く
し
か
な
い
の
で
す
。「
か
く
あ
ら
ん
」
で
す
ね
。 

ト
ー
ス
ト
に
バ
タ
ー
塗
る
音
朝
寒
し 

 
 
 
  

千
恵 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
身
近
な
変
化
に
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
る
繊
細
か
つ
鋭
敏
な
感
性
。 

ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム
の
ゴ
ー
ル
天
高
し 
 
 

康
敏 

 
 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
ゴ
ー
ル
で
試
合
を
制
し
た
チ
ー
ム
は
鼻
高
々
。 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
ゴ
ー
ル
決
ま
っ
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

寄
す
波
に
紅
葉
照
り
映
ゆ
瀬
戸
の
島 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
小
島
の
海
辺
に
紅
葉
が
映
え
て
い
る
瀬
戸
内
海
の
穏
や
か
な
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。
た
だ
、 

調
べ
が
「
寄
す
波
」
で
な
ん
と
な
く
窮
屈
。
字
余
り
に
な
る
が
、
「
寄
す
る
波
」
の
方
が 

ゆ
っ
た
り
と
し
た
感
じ
が
す
る
。
一
層
の
こ
と
、
さ
ざ
波
と
か
朝
波
と
い
う
手
も
あ
る
。 

細
か
い
文
法
の
話
で
恐
縮
だ
が
、「
寄
す
」
と
い
う
動
詞
は
、
①
自
動
詞
下
二
段
②
他
動 

詞
四
段
③
他
動
詞
下
二
段
の
３
つ
活
用
形
を
持
つ
。
原
句
は
②
で
「
寄
す
る
」
は
①
、 

ど
ち
ら
も
連
体
形
で
あ
る
。 

 
 

 

 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
寄
せ
る
波
に
島
の
紅
葉
が
映
り
、
瀬
戸
の
島
々
の
秋
の
風
景
を
上
手
く
詠
ん
で
い
る
。。 

 
 

秋
高
き
富
岳
を
望
み
精
気
満
つ 

 
 
 
 
  

ゆ
た
か 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
秋
嶺
富
士
を
眺
め
な
が
ら
、
自
然
と
作
者
に
精
気
が
漲
っ
て
き
た
。
い
ず
こ
か
ら
眺
め
た 

富
岳
だ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
富
士
の
嶺
は
い
つ
見
て
も
、
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
る
。 
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ほ
ろ
ほ
ろ
と
末
世
を
な
く
や
虫
の
闇 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
さ
ん
・
・
ほ
ろ
ほ
ろ
と
鳴
く
虫
と
は
、
何
と
い
う
名
の
虫
で
し
ょ
う
か
、
知
り
た
い
で
す
ね
。 

 

三
点
句 

 
金
木
犀
夕
日
の
中
を
散
り
続
け 

 
 
 
 
 
 

そ
ら
お       

 
 

 
 
 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
強
い
香
り
を
放
つ
金
木
犀
の
花
が
夕
日
に
照
ら
さ
れ
散
っ
て
ゆ
く
。
香
り
を
言
わ
ず
に 

香
り
を
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
良
い
。 

 
 
 
 
 

背
広
着
て
孫
と
の
写
真
七
五
三 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
お
孫
さ
ん
へ
の
祝
福
の
気
持
ち
を
背
広
で
盛
り
上
げ
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
暫
く
タ
ン
ス
の
奥
に
入
れ
て
あ
っ
た
背
広
で
し
ょ
う
ね
。 

毒
舌
の
円
楽
逝
く
や
花
野
道 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
急
に
彼
岸
に
。
円
楽
の
毒
舌
が
懐
か
し
い
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
毒
舌
役
を
演
じ
尽
く
し
た
心
優
し
い
円
楽
さ
ん
。 

 

天
高
く
白
線
一
本
飛
行
機
雲 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
秋
の
空
に
飛
行
機
雲
を
よ
く
見
る
。
「
天
高
し
飛
行
機
雲
は
一
筋
に
」
で
も
。 

 
 
 
 
 

新
酒
酌
む
嗜
む
程
と
言
ひ
な
が
ら 

 
 
 
 
  

孤
舟 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
た
ま
に
い
ま
す
ね
、
こ
う
い
う
人
。
結
構
、
日
本
酒
に
は
う
る
さ
く
て
、
つ
ま
み
へ
の
拘 

り
も
・
・
。 

 
 
 
 
 

  

龍
平
さ
ん
・
・
・
今
月
は
お
酒
関
連
の
句
を4

句
選
び
ま
し
た
。
先
月
も
旅
先
の
酒
は
気
を
付
け
る
積
り
で 

上
京
。
と
こ
ろ
が
初
夜
に
四
年
下
の
柔
道
猛
者
呑
助
殿S

と
神
田
で
二
人
酒
。 

S

曰
く 

長
野
の[

真
澄]

ウ
マ
イ
ッ
ス
！
呑
む
と
コ
リ
ャ
ウ
メ
ェ
！
二
人
で1

升
呑
み
干
し
た
。 

翌
晩
又
同
じ
酒
場
・
・
お
客
様
！ 

[

真
澄]

は
品
薄
で
し
て
昨
日
の
で
全
部
デ
シ
タ
と
。 

 
 
 
 
 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
愛
酒
家
は
な
か
な
か
ブ
レ
ー
キ
が
掛
か
ら
な
い
も
の
で
す
。
気
持
ち
は
よ
く
わ
か
る
。 

 
 
 
 
 

秋
冷
の
城
の
鯱
天
に
吼
ゆ 

 
 
 
 
 
 
   

く
に
お 

 
 
 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
当
時
の
城
主
の
権
勢
が
偲
ば
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
天
に
吼
ゆ
の
表
現
が
い
い
で
す
。 

 
 
 
 
 

秋
の
空
ノ
ッ
ク
の
子
ら
の
声
弾
む 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

  

く
に
お
さ
ん
・
・
ノ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
子
ら
の
声
が
弾
ん
で
秋
天
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
よ
う
だ
。 

 
 
 
 
 

 

規
雄
さ
ん
・
・
・
秋
空
の
下
、
元
気
な
声
を
出
し
て
守
備
練
習
に
励
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
を
じ
っ
と
見
て 

い
る
作
者
が
微
笑
ま
し
い
。 

 
 
 
 
 

囚
わ
れ
の
魚
の
秋
思
や
磯
溜
り 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
波
に
取
り
残
さ
れ
た
魚
を
見
て
の
思
い
、
魚
自
身
も
こ
の
季
節
を
寂
し
く
思
っ
て
い
る
か 

も
知
れ
な
い
。
上
手
な
句
で
す
。
地
で
す
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
磯
溜
り
に
置
い
て
き
ぼ
り
に
さ
れ
た
魚
を
「
囚
わ
れ
の
」
と
し
た
措
辞
に
感
性
の
深
さ
を 

感
じ
ま
す
。
こ
の
魚
の
秋
思
は
同
様
に
自
分
に
も
あ
る
の
で
す
。 

 
 
 
 
 

赤
と
ん
ぼ
電
波
の
遠
き
島
に
舞
ふ 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・「
電
波
の
遠
き
」
が
離
島
の
表
現
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
赤
と
ん
ぼ
と
の
組
合
せ
の
意
外
さ 

も
あ
っ
て
、
よ
く
効
い
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

薬
師
寺
で
琵
琶
聞
き
終
え
て
後
の
月 

 
 
 

け
い
子 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
薬
師
寺 

琵
琶 

後
の
月
の
３
つ
が
揃
う
と
、
も
の
寂
び
た
風
情
の
極
み
と
感
じ
ま
し
た 

 

二
点
句 

 

耳
痛
き
「
予
後
お
大
切
に
」
古
酒
味
わ
ふ 

 

紀
久
男 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
（
自
解
）・
・
胃
癌
オ
ペ
を
し
て
先
輩
か
ら
は
酒
を
控
え
る
よ
う
言
わ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
か
ら 
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も
快
気
祝
い
の
こ
の
好
物
は
届
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
一
合
だ
け
医
者
の
許
可
を
得
て
飲
ん 

で
い
る
次
第
。 

 
 
 
 
 

 
 

菊
之
助
の
「
大
物
浦
（
だ
い
も
つ
の
う
ら
）
の
場
」 

冷
ま
じ
き
知
盛
最
期
息
を
呑
む 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
く
に
お
さ
ん
・
・
平
知
盛
は
壇
ノ
浦
で
鎧
二
領
を
身
に
着
け
て
自
ら
海
に
沈
ん
だ
。
歌
舞
伎
の
こ
と
は
判
ら 

な
い
が
、
息
を
呑
む
よ
う
な
壮
烈
な
最
期
が
菊
之
助
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

季
語
の
「
す
さ
ま
じ
き
」
が
絶
妙
。 

 
 
 
 
 

入
魂
の
盲
（
め
し
ひ
）
ピ
ア
ニ
ス
ト
秋
深
む 

 

紀
久
男 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
ま
さ
に
感
動
の
ひ
と
と
き
で
す
。 

会
場
の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 

秋
思
と
は
曇
り
硝
子
の
透
明
度 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
秋
に
感
じ
る
、
何
か
も
の
寂
し
い
思
い
を
透
明
度
の
低
い
硝
子
に
同
調
さ
せ
る
感
性
が 

鋭
い
。「
透
明
度
」
が
効
い
て
い
ま
す
ね
。 

小
鳥
来
て
水
の
匂
の
羽
畳
む 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
多
分
一
羽
の
小
鳥
で
し
ょ
う
。
水
面
を
少
し
泳
ぎ
、
近
く
に
飛
ん
で
来
て
羽
を
閉
じ
る
。 

そ
の
時
ふ
と
秋
ら
し
い
水
の
匂
い
が
し
た
。
水
の
匂
ひ
、
羽
畳
む
が
綺
麗
で
す
。 

 
 
 
 
 

ゴ
ダ
ー
ル
は
尊
厳
死
ら
し
秋
夕
焼
け 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
反
骨
と
表
裏
一
体
の
意
思
。 

 

磯
の
香
を
軽
や
か
に
揚
げ
秋
の
宴 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・「
軽
や
か
に
揚
げ
」
の
表
現
で
美
味
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

秋
澄
む
や
小
網
神
社
に
銭
洗
ふ 

 
 
 
 
 
 

と
み
子       

 

 
 
 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
日
本
橋
の
小
網
神
社
は
、
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
神
社
だ
が
、
強
運
厄
除
け
の
神
様
と
し
て
信 

仰
を
集
め
て
い
る
。
作
者
は
神
社
内
の
「
東
京
銭
洗
い
弁
天
」
で
硬
貨
を
洗
っ
た
。
清
冷 

な
水
と
「
秋
澄
む
」
の
取
り
合
わ
せ
が
よ
い
。 

 
 
 
 
 

あ
ぜ
道
に
深
紅
の
花
や
早
稲
を
刈
る 

 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

く
に
お
さ
ん
・
・
早
稲
を
刈
っ
た
後
は
広
々
と
し
た
苅
田
に
な
る
。
一
抹
の
寂
し
さ
が
漂
う
。
そ
ん
な
中 

に
畔
に
深
紅
の
花
が
咲
き
、
華
や
ぎ
を
与
え
て
い
る
。
深
紅
の
花
は
何
だ
ろ
う
？ 

曼
珠
沙
華
だ
ろ
う
か
？ 

雲
走
り
顔
を
隠
し
た
十
三
夜 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
今
年
の
十
月
八
日
は
空
模
様
が
不
順
で
、
折
角
月
を
仰
げ
た
が
や
が
て
雲
に
隠
れ
て 

し
ま
っ
た
。 

こ
の
寒
さ
冷
酒
切
り
替
え
燗
を
つ
け 

 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
今
年
の
様
に
気
温
の
変
化
が
激
し
い
秋
、
急
に
寒
く
な
る
と
熱
燗
が
欲
し
く
な
る
。 

 
 

 
 

こ
の
気
持
ち
、
よ
く
理
解
で
き
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
寒
さ
（
冬
）、
冷
酒
（
夏
）、
燗
酒
（
冬
）
と
季
重
な
り
で
す
。
そ
れ
に
「
～
だ
か
ら
～ 

す
る
」
と
原
因
結
果
を
詠
む
の
は
理
屈
で
あ
っ
て
詩
で
は
な
い
と
さ
れ
ま
す
。「
温
め
酒
」
と
い
う
秋
の 

季
語
が
あ
り
ま
す
。
旧
暦9

月9

日
の
重
陽
は
寒
暖
の
境
目
で
、
こ
の
日
か
ら
酒
を
温
め
る
と
さ
れ
ま 

す
。
御
句
の
意
味
を
一
つ
の
季
語
で
表
し
て
い
ま
す
。「
温
め
酒
」
で
句
作
し
て
み
て
は
。 

作
例
「
人
肌
と
い
ふ
は
む
づ
か
し
温
め
酒 

滝
春
一
」 

 
 
 
 
 

刈
り
残
る
葡
萄
に
に
じ
む
日
の
疲
れ 

 
 
 
  

び
ん 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

紀
久
男
・
・
・
・
下
五
の
表
現
が
秀
逸
で
す
。 
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琉
球
の
古
酒
と
の
出
会
ひ
禁
酒
解
く 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
泡
盛
を
立
ち
飲
み
し
て
ひ
っ
く
り
返
っ
た
こ
と
有
り
。
古
酒
は
め
っ
た
に
手
に
入
り
ま
せ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ん
。
ま
ろ
や
か
で
美
味
。
禁
酒
解
く
の
は
当
然
で
す
。 

 

一
点
句 

 

コ
ス
モ
ス
も
我
も
ゆ
れ
た
り
温
さ
待
ち 

 
 
 

雅
夫 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
季
重
な
り
で
す
が
、
作
者
は
心
の
温
さ
を
詠
っ
た
由
。
誤
解
さ
れ
る
向
き
が
あ
る
か
と
思 

い
ま
す
の
で
、
別
の
表
現
を
採
っ
た
ら
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 

 

今
更
に
柿
の
や
さ
し
さ
有
難
さ 

 
 
 
 
 
 

亜
也       

 
 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
晩
秋
の
柿
は
旨
く
、
デ
ザ
ー
ト
に
最
高
。
胃
腸
に
も
良
い
で
す
。
裏
山
に
一
本
だ
け
あ
る 

柿
の
実
が
熟
す
時
を
、
鳥
達
が
狙
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

嬌
声
に
踊
り
子
の
四
肢
宙
を
舞
ふ 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
宝
塚
に
て
） 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
丸
紅
入
社
直
後
春
の
園
遊
会
が
宝
塚
で
催
行
さ
れ
、
初
め
て
大
劇
場
で
ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
贔
屓
の
巳
之
助
は
体
格
が
元
宝
塚
ス
タ
ー
の
母
親
似
で
す
。 

 
 

 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

 

【
青
葉
会
予
定
】 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
四
日
（
木
） 

会
場
： 

三
軒
茶
屋 

し
ゃ
れ
な
あ
ど
（
世
田
谷
区
施
設
）
４
階
会
議
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時
間
：
十
三
時
～
十
六
時
半 

◇
参
加
者
は
当
季
雑
詠
５
句
。
投
句
は
２
句
ま
で
。
投
句
締
切
：
十
一
月
二
十
二
日
（
火
）
中
。 

◇
ご
参
加
の
ご
意
向
、
投
句
は
今
井
宛FAX

か
郵
送
、
或
い
は
星
田
メ
ー
ル
宛
お
願
い
致
し
ま
す
。 

◇
ご
参
加
の
方
で
三
軒
茶
屋
し
ゃ
れ
な
あ
ど
は
初
め
て
の
方
は
星
田
（
    080-8870-8201

）
ま
で
お
問
い
合
わ 

せ
く
だ
さ
い
。
ご
説
明
致
し
ま
す
。 

 

 
 
 
 

     
 

     
 

     
 

     

 

青
葉
会
報 

一
、
秋
麗
か
な
日
の
午
後
、
三
茶
し
ゃ
れ
な
あ
ど
に
、
び
ん
さ
ん
以
下
十
名
が
出
席
、
投
句
は
天
牛
さ
ん
ら15
名

選
句
の
み
は
敏
郎
さ
ん
ら
七
名
と
盛
況
。
句
評
は
各
人
見
方
は
様
々
で
将
に
百
家
争
鳴
の
あ
り
さ
ま
で
し

た
。
寄
贈
は
啓
子
さ
ん
持
参
の
高
清
水(

秋
田)

、
千
恵
さ
ん
の
蓬
莱
（
飛
騨
高
山
）
た
だ
し
げ
さ
ん
の
名
古

屋
両
口
屋
是
清
の
銘
菓
、
國
護
さ
ん
の
缶
ビ
ー
ル
、
小
生
の
お
か
き
を
賞
味
し
つ
つ
、
丸
紅
の
新
聞
全
面
広

告
「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」（
若
い
人
対
象
ら
し
い
。
好
感
持
て
る
）
を
回
覧
し
な
が
ら
五
郎
太
さ
ん
の
進
行
役
で 

孤
舟
さ
ん
、
と
み
子
さ
ん
、
恵
洲
さ
ん
、
健
介
さ
ん
、
堂
哉
さ
ん
、
規
雄
さ
ん
な
ど
高
得
点
者
多
く
捌
き
に

ご
苦
労
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

一
、 

関
係
者
近
詠 

礼
拝
の
高
天
井
に
鬼
や
ん
ま 

 
 

 
 

眞
希
子 

 
 
 

西
日
中
新
築
の
家
み
な
四
角 

 
 
 

 
 

    

陽
亮 

ひ
よ
こ
小
屋
覆
ふ
ゴ
ー
ヤ
の
花
盛
り 

 
 
 

仝 
 
 
 

幽
か
な
る
深
夜
の
風
鈴
慄
ろ
し
き 

 
 
 
 
 
 

仝 

友
垣
の
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
茄
子
の
張
り 

 
 
 

仝 
 
 
 

天
瓜
粉
叩
か
れ
て
ゐ
て
ま
ど
ろ
む
嬰
（
こ
） 

 
 

仝 

浜
の
蝿
浜
の
読
書
を
追
ひ
立
つ
よ 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

わ
が
胸
の
虚
ろ
貫
く
稲
光 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
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す
る
す
る
と
鮎
の
骨
抜
く
古
稀
の
箸 

 
 

弘
子 

 
 
 

汗
拭
か
ず
曲
尺
使
ふ
宮
大
工 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

も
う
誰
も
居
ら
ぬ
故
郷
鮎
の
簗 

 
 
 

 
 

仝 
 
 
 

初
秋
や
散
髪
す
ま
せ
句
会
の
座 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
沈
み
て
は
浮
か
び
流
る
る
青
胡
桃 

 
 
 
 

仝 
御
旅
所
へ
青
笹
竹
の
た
か
た
か
と 

 
 
 
 

仝 

ル
ド
ベ
キ
ア
別
荘
の
戸
閉
ぢ
て
を
り 

 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―

「
森
の
座
」
十
一
月
号
（
横
澤
放
川
選
） 

 

図
鑑
手
に
追
ひ
し
野
草
や
草
の
絮 

 
 
 

盛
雄 

 
 
 

お
こ
と
ば
を
聞
き
つ
つ
散
髪
終
戦
忌 

 
 
 

 

健
介 

終
活
の
手
引
書
難
儀
ち
ち
ろ
鳴
く 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

陸
奥
の
神
代
も
聞
か
ず
秋
出
水 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

琉
球
の
土
産
の
古
酒
ぞ
禁
酒
解
く 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

席
譲
り
は
に
か
む
少
年
さ
や
け
し
や 

 
 
 
 
 

仝 

職
退
き
し
記
念
の
一
樹
柚
子
た
わ
わ 

 
 
 

仝 
 
 
 

秋
出
水
禿
頭
交
じ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

爽
や
か
や
移
住
の
友
の
黒
び
か
り 

 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋
う
ら
ら
好
球
必
打
の
三
冠
王 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―

「
き
さ
ら
ぎ
句
会
」
九
月 

 

闇
深
く
貴
船
の
宿
の
牡
丹
鍋 

 
 

 
  

允
章 

祖
母
の
味
思
い
出
し
た
り
零
余
子
飯 

 
 

仝 

 

二
、 

孤
舟
選
者
近
詠 

 

只
管
に
生
く
る
が
よ
し
と
蝉
時
雨 

秋
高
し
乗
馬
倶
楽
部
の
白
き
馬
柵 

秋
薔
薇
に
脂
粉
の
に
ほ
ひ
あ
り
に
け
り 

小
鳥
来
て
森
の
喝
采
昂
り
ぬ 

日
を
重
ね
影
を
重
ね
て
曼
珠
沙
華 

 

令
和
四
年 

十
一
月 

十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

記 


